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3面 小児科医からの発信
4面 公衆衛生学徒が考える
 COVID-19対策
6面 莇昭三先生追悼企画
7面 憲法を生きる
9面 紙上よろず勉強会

科
学
者
の
国
会
と

も
称
さ
れ
る
日
本
学

術
会
議
。
今
回
の

会
員
改
選
に
お
い

て
、
そ
の
候
補
の
う

ち
６
名
が
任
命
拒
否

さ
れ
た
。
納
得
で
き
る
説
明
も

な
い
こ
と
に
侮
蔑
感
す
ら
覚
え

た
が
、
任
命
拒
否
さ
れ
た
一
人

で
あ
る
加
藤
陽
子
氏
の
「
官
邸

が
推
薦
候
補
を
そ
の
ま
ま
承
認

し
よ
う
と
し
た
の
に
、
最
終
盤

で
何
か
の
政
治
的
主
体
が
止
め

た
の
な
ら
、
裁
量
権
の
逸
脱
に

あ
た
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

読
み
、
な
ん
だ
か
得
体
の
し
れ

な
い
暗
い
足
音
の
到
来
ま
で
も

感
じ
て
し
ま
っ
た
。
政
権
運
営

に
不
都
合
な
人
物
の
排
除
と
す

る
ネ
ッ
ト
等
の
発
信
は
と
も
か

く
、
い
く
ら
首
相
を
抱
く
組
織

に
よ
る
決
定
と
は
い
え
、
ご
く

一
部
の
人
間
が
過
去
の
歴
史
を

尊
重
せ
ず
、
勝
手
に
決
め
て
よ

い
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

私
が
長
く
関
わ
っ
て
き
た

「
う
蝕
予
防
に
対
す
る
フ
ッ
化

物
の
応
用
」
に
関
し
て
は
、
米

国
国
立
医
学
図
書
館
に
は
５
万

編
以
上
も
の
研
究
論
文
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
ま
で

に
築
か
れ
て
き
た
学
術
的
根
拠

と
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い

る
。
世
界
の
研
究
者
に
よ
る
歴

史
的
財
産
ゆ
え
に
、
あ
る
日
突

然
ど
こ
か
の
役
人
や
議
員
が
生

半
可
な
理
解
で
、
き
ち
ん
と
し

た
手
続
き
も
な
く
勝
手
に
従
来

の
解
釈
・
方
針
を
変
え
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。

次
元
が
違
う
と
言
え
ば
そ
れ

ま
で
だ
が
、
日
本
学
術
会
議
に

対
し
て
は
、
戦
後
の
長
い
歴
史

や
成
果
を
「
俯
瞰
的
」
に
公
平

に
判
断
し
、
国
民
や
世
界
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
る
対
応
を
求
め

た
い
。

本
紙
４
月
号
で
既
報
の
と
お

り
、
３
月
の
石
川
県
議
会
に
お

い
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
制
度
見

直
し
を
前
提
と
し
た
予
算
が
可

決
さ
れ
た
。
見
直
し
の
内
容

は
、
①
65
歳
以
上
の
支
給
対
象

者
へ
の
助
成
方
法
を
従
来
の
償

還
払
い
方
式
（
患
者
が
い
っ
た

ん
医
療
費
一
部
負
担
を
行
っ
た

後
に
払
い
戻
す
方
式
）
か
ら
現

物
給
付
方
式
（
患
者
が
医
療
費

一
部
負
担
を
払
わ
ず
助
成
分
を

直
接
医
療
機
関
に
給
付
す
る
方

式
）
へ
と
変
更
す
る
、
②
精
神

障
害
の
あ
る
人
（
精
神
障
害
者

手
帳
１
級
所
持
者
）
を
助
成
対

象
に
加
え
る 

─ 

と
い
う
も
の

で
、
非
常
に
大
き
な
制
度
改
善

に
つ
な
が
る
予
算
案
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受

け
て
県
内
各
市

町
に
お
い
て
も

制
度
改
善
の
具

体
化
が
進
め
ら

れ
、
10
月
１
日

か
ら
、（
一
部

の
自
治
体
を
除

い
て
）
65
歳
以

上
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
と
全

自
治
体
に
お
け

る
精
神
障
害
者

手
帳
１
級
所
持

者
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
（
入

院
・
外
来
と

も
）
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
注
：
２
面
の
一
覧
表
参
照
。

な
お
、
一
部
の
自
治
体
に
お
い

て
は
、
10
月
か

ら
の
現
物
給
付

化
が
間
に
合
っ

て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、

石
川
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会

が
今
秋
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
具
体

化
に
向
け
て
手

続
を
進
行
中
と

の
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
）。

上
記
の
制
度

改
善
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
、

石
川
県
に
対
し
て
様
々
な
団
体

等
か
ら
切
実
な
要
望
が
出
さ
れ

て
お
り
、
石
川
県
保
険
医
協
会

で
も
社
保
協
等
関
連
団
体
と
と

も
に
、
次
に
あ
げ
る
通
り
、
粘

り
強
く
改
善
運
動
を
続
け
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
65
歳
以
上
の

現
物
給
付
化
に
つ
い
て
は
、
①

２
０
１
７
年
度
に
制
度
改
善
を

求
め
る
署
名
運
動
に
協
力
、
②

２
０
１
７
年
11
月
の
「
署
名

提
出
集
会
」
に
て
大
平
政
樹

会
長
（
当
時
）
が
、
そ
し
て
、

２
０
１
８
年
８
月
の
県
健
康
福

祉
部
長
と
の
懇
談
に
お
い
て
平

田
米
里
副
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
刻
も
早
い
制
度
改
善
の
要

望
を
訴
え
る 

─ 

な
ど
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
精
神
障
害
の
あ

る
人
へ
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て

も
、
２
０
１
９
年
に
「
き
ょ
う

さ
れ
ん
」
な
ど
が
主
催
で
実
施

さ
れ
た
精
神
障
害
の
あ
る
人
へ

の
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
う
っ

た
え
る
映
画
上
映
会
に
、
実
行

委
員
会
と
し
て
加
わ
る
な
ど
の

協
力
を
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
地
域
の
医
療
福

祉
関
連
団
体
の
長
年
の
悲
願
が

実
現
し
た
と
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
制
度
拡
充
に
向

け
た
取
組
み
は
こ
れ
で
終
わ
る

わ
け
で
は
な
い
。
精
神
障
害
の

あ
る
人
の
対
象
範
囲
を
１
級
の

人
か
ら
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い

く
こ
と
、
そ
し
て
、
県
内
全
域

に
お
け
る
65
歳
以
上
の
完
全
現

物
給
付
化
の
実
現
な
ど
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
、
志

を
同
じ
く
す
る
諸
団
体
と
と
も

に
制
度
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
る
。 郵 便 は が き

2021年3月8日（当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合会
「クイズで考える私たちの医療」係行

郵 便 は が き

2021年3月8日（
当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5
　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合
会

「クイズで考える私
たちの医療」係行

私たちの医療私たちの医療
政府が提案している患者負担増計画などをクイズ形式で
知ってもらう待合室キャンペーン「クイズで考える私たち
の医療」。毎回、多くの方にご応募いただいております。

待合時間にちょっと
考えるのにちょうどよ
く、さらにご応募いた
だいた方の中から抽選
で当たるハンディク
リーナーや災害復興支
援のカタログギフトな
どのプレゼント付きで

す。なんと前回2018年には景品１等（ダイソンハンディ
クリーナー）が石川県の方に当たりました。
会員の先生方にはクイズチラシ30枚を本号に同封いた
しました。ぜひ患者さんへお渡しください。チラシの追
加注文は無料で対応いたします。

待 合 室 キ ャ ン ペ ー ン

石川県保険医協会
ホームページ
http://ishikawahokeni.jp/

診療報酬改定、 新型コロナ開業医向け支援制度、
出版物、講演会など役立つ情報を随時更新中！

慰労金・感染拡大防止支援事業
申請締切は12月28日（月）！ まだの方はお忘れなく！

関連記事（8面） ○補助金・助成金等の会計と税務

○「慰労金」申請方法の解説動画　○申請サポート会のご案内

制度改善を求める署名を提出する大平政樹会長（当時）
（写真左、2017年11月16日・石川県庁）

石川県健康福祉部長との懇談にて、要望書を手渡す平田米里
副会長（写真左、2018年８月９日・石川県庁）

石
川
県
・
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
医
療
費
助
成
制
度

各
市
町
で
10
月
か
ら
制
度
改
善

65
歳
以
上
も
現
物
給
付
に
、

�

精
神
障
害
の
あ
る
人
も
助
成
対
象
へ
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石
川
県
保
険
医
協
会
は
、

２
０
１
８
年
12
月
に
「
か
か

り
つ
け
医
に
よ
る
も
の
忘
れ

外
来
の
す
す
め
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
時
の
講
師
が

埼
玉
県
保
険
医
協
会
理
事

長
の
大
場
敏
明
さ
ん
で
し

た
。
大
場
さ
ん
は
何
冊
か
書

籍
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
最
近
『
未
病
歳
時
記　

〈
続
〉
ド
ク
タ
ー
大
場
の
未

病
対
策
Ｑ
＆
Ａ
』
と
い
う

書
籍
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

〈
続
〉
と
あ
る
よ
う
に
本
書

は
２
０
１
７
年
に
出
さ
れ
た

『
ド
ク
タ
ー
大
場
の
未
病
対

策
Ｑ
＆
Ａ　

健
康
で
あ
る
た

め
に
知
っ
て
お
き
た
い
86
の

こ
と
』
の
続
編
で
す
。

「
未
病
」
の
段
階
で
不
安

を
解
消
し
、
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
。
日
常
的
に
起
こ
り

う
る
症
状
を
季
節
ご
と
に
分

類
し
て
、
考
え
ら
れ
る
原
因

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
ま
と
め
た

一
冊
と
ア
マ
ゾ
ン
で
は
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
未
病
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
２
０
０
０
年

以
上
前
の
中
国
の
書
物
『
黄

帝
内
経
素
問
』
の
中
に
は

「
聖
人
は
未
病
を
治
す
」
と

書
か
れ
て
い
て
、
予
防
の
重

要
性
が
す
で
に
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
、
神
奈
川
県
で
は

知
事
が
率
先
し
て
未
病
対
策

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

言
わ
れ
る
未
病
は
「
健
康
生

活
に
寄
与
す
る
も
の
は
全
て

未
病
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
に

含
ま
れ 

─ 

個
人
が
自
ら
の

生
き
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
行
動

変
容
を
起
こ
し 

─ 

そ
の
た

め
に
民
間
企
業
の
提
供
す
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選

ん
で
活
用
す
る
」
と
あ
り
ま

す
。
う
ー
ん
と
い
う
感
じ
で

す
。
日
本
医
師
会
で
は
「
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

な
ど
も
『
未
病
』
の
１
つ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
健
康
相
談
へ

の
回
答
を
歳
時
記
風
に
編
集

し
た
も
の
で
す
。
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
疾
患
や
症
状

は
多
様
で
、
内
科
、
耳
鼻

科
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
小
児

科
、
感
染
症
な
ど
の
分
野

に
ま
た
が
り
ま
す
。
花
粉

症
、
麻
疹
、
五
月
病
、
寒
暖

差
ア
レ
ル
ギ
ー
、
く
も
膜
下

出
血
、
更
年
期
障
害
、
ぎ
っ

く
り
腰
、
熱
中
症
、
夏
バ

テ
、
紫
外
線
対
策
、
プ
ー
ル

熱
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
、
夏

の
湿
疹
、
ジ
カ
熱
、
緊
張
型

頭
痛
、
寄
生
虫
、
脳
振
と

う
、
口
内
炎
、
新
型
肺
炎
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、
ぜ
ん
そ
く
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
心
筋
梗
塞
な

ど
な
ど
。
い
ろ
ん
な
分
野
で

そ
れ
な
り
に
科
学
的
裏
付
け

を
も
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
す
る

の
は
市
民
対
象
と
い
え
ど
も

な
か
な
か
大
変
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
わ

か
り
や
す
く
回
答
さ
れ
て
お

り
、
患
者
さ
ん
に
読
ん
で
も

ら
っ
た
ら
役
に
立
つ
本
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ラ
ム

と
し
て
原
爆
、
サ
マ
ー
タ
イ

ム
、
過
労
自
殺
、

原
発
事
故
、
核
の

冬
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
著
者
の
社
会

問
題
に
対
す
る
考

え
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
未

病
っ
て
何
で
す
か

ね
。

自治体名

対象者
助成方法

（県補助分・市町単独助成分） 65歳〜74歳の助成内容 所得制限身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者 
保健福祉手帳

1〜2級 3級 4級 A BⅠ入院 BⅠ通院 BⅡ入院 BⅡ通院 1級入院 1級外来 65歳未満 65歳以上
石 川 県 ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 総医療費の1割助成 老齢福祉年金の所得制限に準拠

1 金 沢 市 ○ ○ 注1 ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付
医療保険の自己負担額（療
育手帳Bの場合は、入院分
のみ助成）

特別障害者手当の所得制限に準拠

2 七 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 償還払い（注2） 県と同じ

65歳未満と後期高齢者医療未
加入者は県と同じ。後期高齢者
医療加入者は所得制限なし。
ただし、65歳以上で新規に3級
取得した者は住民税非課税世帯
のみ対象。

3 小 松 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 特別障害者手当の所得制限に準拠
4 輪 島 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付                  現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ
5 珠 洲 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付                  現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ
6 加 賀 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ
7 羽 咋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付                  現物給付（注3） 県と同じ 県と同じ
8 か ほ く 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし
9 白 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし
10 能 美 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし

11 野 々 市 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額
なし。ただし、身体障害者手帳
4級の人のみ、住民税非課税世
帯を助成対象とする

12 川 北 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし
13 津 幡 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし
14 内 灘 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 なし
15 志 賀 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 償還払い（注2） 県と同じ 県と同じ
16 宝達志水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ
17 中 能 登 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付（注3） 県と同じ なし
18 穴 水 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ
19 能 登 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現物給付 現物給付 医療保険の自己負担額 県と同じ

19 19 2 19 19 18 19 18 19 19

注1： 金沢市の4級一部の対象範囲は、65歳以上で下記の者に限られる。
  （1）音声・言語機能に著しい障害を持つ者、（2）両下肢のすべての指を欠く者、（3）一下肢の機能に著しい障害を持つ者、（4）一下肢の足関節以上を欠く者
注2： 石川県社会保障推進協議会のアンケートでは「現物給付化するよう要項を変更中」と回答している。また、志賀町は2021年4月からの現物給付化（助成内容も医療保険の自己負担額

に拡充）に向けて準備中とのことである。
注3： 後期高齢者医療制度への加入者のみ現物給付。

大川　義弘（金沢市・内科）

〈続〉ドクター大場の未病対策
未病歳時記
Q&A

書評

石川県心身障害者医療費助成制度 一覧
2020年10月1日時点

2020年石川県社会保障推進協議会自治体キャラバン資料集より

◆大場敏明（著）
◆幻冬舎
◆2020年 6 月初版
◆定価800円（税別）
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先
日
、
あ
る
特
別
支

援
学
校
で
、
学
校
検
診

を
し
て
い
た
医
師
が
生

徒
に
殴
ら
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。
幸
い
、
医
師
は
重

傷
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
ど
う
し

て
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
し

ま
っ
た
の
か
。
特
別
支
援
学
校
に
お

け
る
学
校
検
診
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

こ
の
学
校
で
は
、
昨
年
度
ま
で
は

１
カ
所
に
全
生
徒
を
集
め
、
医
師
が

並
ん
で
い
る
生
徒
を
順
番
に
診
察
す

る
形
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
で
１
カ
所
に
大
勢
の
生

徒
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ェ

イ
ス
ガ
ー
ド
を
つ
け
た
医
師
が
各
教

室
を
順
番
に
訪
問
し
て
検
診
を
行
う

形
式
に
変
更
し
た
。
検
診
中
は
教
師

が
横
に
立
会
っ
て
い
た
が
、
あ
ま
り

の
咄
嗟
の
出
来
事
で
、
生
徒
の
行
動

を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ま
で

と
検
診
の
方
法
が
違
う
た
め
、
生
徒

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
の
意
味
が
十

分
に
は
伝
わ
ら
ず
、
突
然
の
医
師
の

診
察
行
為
に
対
し
て
混
乱
し
、
他
害

行
為
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

学
校
検
診
で
は
他
に
も
、
生
徒
が

逃
げ
回
っ
た
り
、
暴
れ
た
り
し
て
診

察
を
拒
否
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
診
察
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
行
為
が
考
え
ら
れ
る
生
徒

に
対
し
て
は
、
事
前
に
検
診
を
行
う

場
所
で
、
検
診
の
手
順
に
つ
い
て
練

習
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。
も
ち

ろ
ん
同
じ
発
達
障
害
の
生
徒
で
あ
っ

て
も
、
す
べ
て
同
じ
対
応
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
く
わ
け
で
は
な
く
、
個
々
の

生
徒
に
あ
っ
た
対
処
法
を
学
校
側
に

は
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
事
前
に
担
任
の
教
師
と
養

護
教
諭
と
医
師
の
間
で
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
に
関
す
る
情
報
共
有
を
し
て

お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
担
任
の
教
師
は
生
徒

に
必
ず
付
き
添
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
さ
ら
に
、
医
師
と
し
て
も
白
衣

を
着
な
い
な
ど
、
生
徒
を
あ
ま
り
刺

激
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
不
幸
な
出
来
事
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
学

校
検
診
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
学
校

側
も
医
師
側
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

病
気
を
治
し
て
も
幸
せ
に

な
っ
て
い
な
い
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
貧
困
、
児
童
虐

待
、
心
身
症
、
学
校
で
の
様
々

な
ス
ト
レ
ス
、
家
庭
機
能
不

全
、
ス
マ
ホ
な
ど
のScreen 

T
im

e

に
睡
眠
時
間
や
成
長
発

達
に
必
要
な
時
間
を
奪
わ
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
。

大
切
な
４
つ
の
柱

子
ど
も
が
成
長
発
達
す
る

に
は
（
１
）
睡
眠
、（
２
）
食

事
、（
３
）
遊
ぶ
こ
と
、
学
ぶ

こ
と
、（
４
）
愛
さ
れ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
こ
と
、
の
４

本
の
柱
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

４
つ
の
柱
が
き
ち
ん
と
立
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
安
全
な
居
場

所
で
安
心
し
て
育
つ
こ
と
が
で

き
、
年
齢
に
応
じ
た
発
達
課
題

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

抱
っ
こ
の
処
方
箋

薬
の
処
方
箋
よ
り
も
「
抱
っ

こ
の
処
方
箋
」
の
方
が
効
果
的

な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
ま
し

た
。
保
護
者
に
も
「
抱
っ
こ
の

処
方
箋
」
が
必
要
な
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
叩
い
て

し
ま
う
母
親
が
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
て
い
な
い
、
大
事
に
さ
れ

ず
に
孤
軍
奮
闘
し
て
子
育
て
し

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
親
子
共
に
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
す
る
社
会
的
体
制
作

り
が
急
務
で
す
が
、
と
り
あ
え

ず
小
児
科
医
は
目
の
前
の
親
子

を
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
し
ま
し
ょ

う
。「
気
に
か
け
て
も
ら
え
る

こ
と
」
は
、
生
き
る
元
気
を
生

み
出
し
ま
す
。
小
児
科
医
は
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
親
子
に
関
わ

る
仕
事
で
す
。
子
育
て
の
大
変

さ
を
ね
ぎ
ら
い
、
困
り
ご
と
に

具
体
的
な
解
決
策
を
与
え
、
子

ど
も
の
成
長
を
共
に
喜
び
、
親

の
成
長
を
認
め
る
肯
定
的
な
関

わ
り
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
診
察
室
で

は
、
丁
寧
な
診
察
は
も
と
よ

り
、
子
ど
も
の
話
、
保
護
者
の

話
を
聞
き
・
訊
き
・
聴
き
、
一

つ
一
つ
の
困
り
ご
と
の
解
決
方

法
を
模
索
し
、
な
ん
で
も
相
談

で
き
る
子
育
て
・
子
育
ち
の
伴

走
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ

か
ら
な
く
て
当
た
り
前
、
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
な
い
で
、
小
児
科

医
に
聞
き
ま
し
ょ
う
と
啓
発
す

る
こ
と
も
必
要
で
、
相
談
を
重

視
す
る
小
児
科
医
の
育
成
も
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他（
多
）機
関
連
携
を

 

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
（
略
し
て
要
対
協
（
よ
う

た
い
き
ょ
う
）
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
）
に
は
、
福
祉
、

園
・
学
校
関
係
、
警
察
、
弁
護

士
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

病
院
、
民
生
委
員
、
保
健
所
な

ど
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
連
携

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
を
真
ん
中
に
置
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
の
役
割
を
活
か
し

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

診
療
所
か
ら
出
て

保
育
園
・
幼
稚
園
医
、
学
校

医
と
し
て
、
健
診
、
相
談
の
役

割
を
果
た
し
、
保
護
者
へ
の
子

育
て
講
話
の
機
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
私
の
所
属
す
る
小
石

川
医
師
会
で
は
、
平
成
９
年
か

ら
２
歳
以
下
の
子
ど
も
の
保
護

者
向
け
に
子
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

小
児
科
医
の
役
割
は
多
く
、

目
の
前
の
子
ど
も
を
し
っ
か
り

診
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
デ
ー
タ

に
敏
感
で
あ
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
地
域
の
子
ど
も
の
数
、
毎

年
の
出
生
数
、
貧
困
率
、
就
学

援
助
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の

数
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
数
、
生

活
保
護
世
帯
数
、
要
対
協
が

把
握
し
て
い
る
要
保
護
児
童

数
、
子
ど
も
の
体
力
運
動
能
力

の
推
移
、
近
視
の
子
ど
も
の
数

等
、
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

小
児
科
医
で
あ
る
と
同

時
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
よ

う
に
生
き
た
い
と
思
う
こ
の
頃

で
す
。

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

学
校
検
診
に
つ
い
て
考
え
る

主催　石川県保険医協会

長門 佐 氏
（ながと歯科・小児歯科医院 院長）

講　師

ところ 保険医協会会議室および
オンライン会議システム「Zoom」

と　き 2020年11月26日（木）
19:30～21:15

対　象 石川県保険医協会
歯科会員

参加費 無料

定　員 保険医協会会議室10人、
Zoom30人

口腔機能の発達と口腔筋機能トレーナー
を用いた咬合誘導について

●詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
ハ
ネ
る
の
が
好
手
。
白

４
に
黒
５
以
下
９
で
追
い
落
と
し
に
な

り
、
黒
生
き
で
す
。
黒
３
で
９
は
白
イ
黒

ロ
白
４
で
黒
死
。
白
４
で
８
黒
９
白
６
な

ら
黒
７
で
、
や
は
り
追
い
落
と
し
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
４
二
飛
☖
２
三
玉
☗
２
二
飛

成
☖
同
玉
☗
２
四
飛
☖
３
二
玉

☗
２
三
角
☖
２
二
玉
☗
３
四
角

成
☖
３
二
玉
☗
２
三
馬
ま
で
11

手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
２
二
飛
は
☖

４
一
玉
で
届
き
ま
せ
ん
。
☗
４

二
飛
か
ら
☗
２
二
飛
成
と
捨
て

る
の
が
好
手
順
で
、
５
手
目
☗

２
四
飛
に
☖
２
三
合
な
ら
☗
３

一
角
か
ら
☗
４
二
金
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

8
＋
1
で
、答
え
は「
9
」

（
問
題
10
面
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第50回》

内
海

　裕
美

　（
東
京
都
・
吉
村
小
児
科
院
長
）

子
育
て・子
育
ち
の

 

伴
走
者
と
し
て

２
０
１
６
年
１
月
号
か
ら
連
載
を
開
始
し
た
シ
リ
ー
ズ

「
小
児
科
医
か
ら
の
発
信
」。
石
川
県
内
の
多
く
の
小
児
科
の

先
生
方
に
執
筆
い
た
だ
き
、
今
回
で
50
回
目
を
迎
え
ま
す
。

連
載
50
回
記
念
と
し
て
、
今
月
号
は
内
海
裕
美
先
生
（
東
京

都
・
吉
村
小
児
科
院
長
、
日
本
小
児
科
医
会
常
任
理
事
）
に

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）
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�

公
衆
衛
生
学
的
対
策
２��

　
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
対
策
：
換
気
、
感
染�

　
し
な
い
マ
ス
ク
・
ゴ
ー
グ
ル

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
大
き
な
飛
沫
だ
け

で
な
く
、
換
気
の
悪
い
空
間
で
は
小
さ
な
飛
沫

（
５
μm
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）

が
空
気
中
を
数
時
間
漂
い
、
そ
れ
を
吸
入
し
た
人

に
も
感
染
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
結

核
菌
等
と
異
な
り
、
裸
の
ウ
イ
ル
ス
粒
子
（
直
径

約
０
・
１
μm
）
は
乾
燥
す
る
と
感
染
力
が
な
く
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
飛
沫
に
包
ま
れ

た
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
を
保
持
し
た
ま
ま
直
接
肺

胞
に
到
達
す
る
た
め
、
上
気
道
感
染
を
経
ず
に
い

き
な
り
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
常
時
異
物
と
接

し
、
自
然
免
疫
が
発
達
し
た
鼻
咽
喉
や
上
気
道
と

異
な
り
、
肺
胞
か
ら
の
感
染
は
自
然
免
疫
が
働
き

に
く
く
重
症
化
し
や
す
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

換
気
が
良
け
れ
ば
放
出
後
の
飛
沫
は
拡
散
し
乾

燥
し
て
感
染
力
を
失
い
ま
す
が
、
空
気
が
滞
留
し

て
い
る
と
飛
沫
の
濃
度
は
時
間
と
共
に
高
ま
り
、

同
じ
空
気
を
吸
う
人
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
換
気
の
悪
い
と
こ
ろ
で
大
勢
が
大
声
を
出

す
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
集
団

感
染
は
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
員
が
マ
ス
ク
を
し

て
い
る
状
況
で
は
距
離
よ
り

も
換
気
が
重
要
で
す
。

マ
イ
ク
ロ
飛
沫
対
策
と
し

て
は
衝
立
や
シ
ー
ル
ド
は
役

に
立
ち
ま
せ
ん
。
田
村
厚
生

労
働
大
臣
が
つ
け
て
い
る
マ

ウ
ス
シ
ー
ル
ド
は
マ
イ
ク
ロ

飛
沫
の
み
な
ら
ず
大
き
な
飛

沫
対
策
と
し
て
も
無
意
味
で

す
。
今
の
政
府
に
は
専
門
的

助
言
者
が
い
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
目
へ
の
感
染
対
策
と

し
て
隙
間
が
少
な
い
花
粉
症

用
ゴ
ー
グ
ル
や
防
じ
ん
眼
鏡

は
有
効
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

換
気
で
す
。

マ
イ
ク
ロ
飛
沫
の
大
き
さ

は
細
菌
と
同
じ
大
き
さ
の
約

１
μm
以
上
な
の
で
、
防
塵
マ

ス
ク
に
よ
っ
て
感
染
を
防
ぐ

対
策
が
可
能
で
す
。
使
い
捨

て
防
塵
マ
ス
ク
の
フ
ィ
ル

タ
ー
性
能
規
格
は
国
に
よ
り

異
な
り
、
米
国
で
は
国
立
労

働
安
全
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
規
格
、
Ｅ

Ｕ
で
は
Ｅ
Ｎ
規
格
、
日
本
で
は
厚
生
労
働
省
Ｄ

Ｓ
・
Ｄ
Ｌ
規
格
が
あ
り
ま
す
。
米
国
の
Ｎ
95
は
約

０
・
１
μm
のN

aCl

結
晶
を
95
％
捕
集
す
る
耐
油
性

の
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
日
本
の
Ｄ
Ｓ
２
に
相
当

し
ま
す
。
医
療
分
野
で
は
も
っ
ぱ
ら
Ｎ
95
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｓ
２
な
ど
日
本
規
格
が
使

わ
れ
な
い
の
は
疑
問
で
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
性
能
だ
け
な
ら
、
米
国
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ

規
格
で
約
０
・
１
μm
の
微
粒
子
ろ
過
効
率
（
Ｐ
Ｆ

Ｅ
）
が
98
％
以
上
（
Ｎ
95
と
同
等
以
上
）
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
使
う
安
い
使
い
捨
て
マ
ス
ク
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
マ
ス
ク
の
問
題
は
フ
ィ

ル
タ
ー
性
能
以
前
に
マ
ス
ク
と
顔
の
隙
間
か
ら
多

く
の
空
気
が
漏
れ
る
こ
と
で
す
。
あ
る
病
院
で
の

検
査
で
は
Ｎ
95
マ
ス
ク
の
漏
れ
率
は
７
±
10
％
と

個
人
差
が
大
き
く
、
50
％
以
上
漏
れ
た
者
も
い
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
高
価
な
Ｎ
95
を
使
う
価
値
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
低
３
サ
イ
ズ
以
上
の
マ
ス
ク
の
中

か
ら
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
タ
ー
で
各
自
の
顔
に
あ
っ
た

形
状
の
Ｎ
95
か
Ｄ
Ｓ
２ 

の
マ
ス
ク
を
探
し
、
使

用
開
始
時
に
毎
回
漏
れ
が
少
な
い
こ
と
を
必
ず
他

人
が
確
認
す
る
ユ
ー
ザ
ー
シ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
す
。
漏
れ
が
少
な
い
こ
と
は
呼
吸
と
共
に
マ

ス
ク
が
膨
ら
ん
だ
り
縮
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
確
認

で
き
ま
す
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
医

療
機
関
は
少
な
く
、
防
御
効
果
が
台
無
し
で
す
。

職
業
感
染
制
御
研
究
会
の
「
医
療
従
事
者
の
た
め

の
Ｎ
95 

適
性
使
用
ガ
イ
ド
」（http://jrgoicp.

um
in.ac.jp/related/N

95_respirators_
users_guide_for_H

P_pub1.pdf

）
を
参
考
に
、

全
て
の
医
療
機
関
・
介
護
施
設
で
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス

ト
と
ユ
ー
ザ
ー
シ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
教
育
と
点
検

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
（
図
１
）。

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
漏
れ
率
は
50
〜

１
０
０
％
と
い
う
調
査
が
あ
り
ま
す
が
、
顎
全
体

を
覆
う
よ
う
に
顔
に
合
わ
せ
る
工
夫
を
す
れ
ば
漏

れ
率
を
10
％
程
度
に
抑
え
る
こ
と
も
可
能
で
、
雑

に
着
用
し
た
Ｎ
95
よ
り
シ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
っ

か
り
し
た
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
方
が
感
染
防
止

に
有
効
で
す
。
布
マ
ス
ク
は
フ
ィ
ル
タ
ー
が
な
い

た
め
微
小
粒
子
の
漏
れ
率
は
１
０
０
％
で
す
。

自
分
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
、「
マ
ス
ク
の

な
い
人
の
２
ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
、
お
互
い
マ

ス
ク
を
し
て
い
て
も
常
に
換
気
を
す
る
」
が
飛
沫

感
染
防
御
の
基
本
で
す
。
医
療
や
介
護
な
ど
で

マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
に
近
づ
く
時
の
自
己

防
御
の
た
め
に
は
、「
換
気
を
良
く
し
て
、
自
分

の
顔
の
形
状
に
合
う
漏
れ
率
が
少
な
い
マ
ス
ク

を
つ
け
、
防
塵
眼
鏡
を
す
る
」
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
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実
効
再
生
産
数
を
決
め
る
：
空
間
的
距
離�

　
と
移
さ
な
い
マ
ス
ク
、
手
洗
い
と
換
気

社
会
で
の
感
染
力
を
表
す
重
要
な
指
標
に
基
本

再
生
産
数
（
Ｒ
０
）
と
実
効
再
生
産
数
（
Ｒ
）
が

あ
り
ま
す
。
基
本
再
生
産
数
は
「
全
員
が
感
受
性

者
で
あ
る
仮
想
集
団
の
中
に
一
人
の
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
、
感
染
力
が
な
く
な
る
ま
で
の

間
に
感
染
さ
せ
る
人
数
の
平

均
」
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
「
一
人
の
感
染
者
が
感
染

が
成
立
す
る
条
件
で
接
触
す

る
人
数
の
平
均
」
で
す
。
実

効
再
生
産
数
は
「
感
染
対
策

や
既
感
染
な
ど
で
感
染
し
に

く
く
な
る
現
実
の
条
件
を
考

慮
し
た
一
人
の
感
染
者
が
感

染
さ
せ
る
（
感
染
さ
せ
る
条

件
で
接
触
す
る
）
人
数
の
平

均
」
で
す
。

特
定
集
団
の
実
効
再
生
産

数
１
超
が
続
く
と
そ
の
集
団

で
の
流
行
は
拡
大
し
、
１
未

満
が
続
く
と
収
束
に
向
か
い

ま
す
。
こ
の
計
算
に
用
い
ら

れ
る
方
程
式
は
複
雑
に
な

り
、
最
近
で
は
理
論
（
宇

宙
）
物
理
学
で
用
い
ら
れ
る

数
理
モ
デ
ル
が
利
用
さ
れ
、

多
く
の
物
理
学
者
が
流
行
予

測
に
関
す
る
見
解
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
流
行
予
測
モ
デ

ル
に
は
未
知
の
要
因
が
多

く
、
ま
た
、
初
回
に
記
載
し

た
よ
う
に
過
去
の
変
化
や
現

時
点
を
指
定
す
る
数
値
が
不

正
確
で
、
様
々
な
仮
定
の
上

に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
正
確

な
予
測
は
困
難
で
す
が
、
過

去
の
対
策
の
効
果
判
定
に
は
有
用
で
す
。

10
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
公
衆
衛
生
学
会
で
、

西
浦
京
都
大
教
授
が
数
理
モ
デ
ル
を
使
い
大
阪
府

で
判
明
し
た
検
査
陽
性
者
の
感
染
日
（
検
査
陽
性

日
で
は
な
く
）
を
推
定
し
て
、
短
期
間
の
実
効
再

生
産
数
を
計
算
し
た
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
実

効
再
生
産
数
が
吉
村
知
事
の
記
者
会
見
に
素
早
く

反
応
し
て
、
制
限
を
要
請
す
る
と
直
ち
に
低
下

し
、
規
制
を
緩
め
る
と
直
ち
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
ど
の
発
言
が
有
効
で
ど
の
発
言
が
流
行
を
誘

発
し
た
か
も
検
証
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
全
国
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
学
校
一
斉
休
校
や
飲
食
店
制
限

な
ど
の
効
果
、
Ｇｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響

な
ど
、
政
府
の
対
策
の
効
果
を
検
証
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部

　真
（
金
沢
市
・
産
業
医
療
科
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策

が
考
え
る

公
衆
衛
生
学
徒

第3回

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

図1　マスクからの漏れ　「医療従事者のためのN95 適性使用ガイド」より引用

図2　日本疫学会のホームページ（https://jeaweb.jp/covid/glossary/index.html#kensa）より引用
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人
と
人
が
近
く
で
出
会
わ
ず
、
他
人
が
触
っ
た

物
に
触
れ
な
け
れ
ば
、
感
染
は
起
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
人
間
は
群
れ
て
暮
ら
す
よ
う
に
進
化
し
て

き
た
生
物
で
す
し
、
物
理
的
・
社
会
的
に
人
と
つ

な
が
ら
な
け
れ
ば
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
公
衆
衛
生

で
は
い
の
ち
と
生
活
（
ど
ち
ら
もLife

）
を
一
体

と
考
え
ま
す
。
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
生
活
が
決

ま
り
、
生
活
の
結
果
と
し
て
い
の
ち
や
健
康
が
決

ま
る
の
で
、
健
康
そ
の
も
の
よ
り
も
健
康
的
な
生

活
の
実
現
を
目
ざ
し
ま
す
。
日
本
国
憲
法
第
25
条

１
項
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
が
保
障
し

て
い
る
も
の
も
健
康
で
は
な
く
「
健
康
で
文
化
的

な
生
活
」
で
す
。

人
と
人
が
社
会
的
に
出
会
い
繋
が
り
な
が
ら
感

染
を
防
ぐ
対
策
が
「
空
間
的
距
離
と
移
さ
な
い

（
思
い
や
り
）
マ
ス
ク
、
手
洗
い
と
換
気
」
で
、

感
染
が
成
立
す
る
条
件
を
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
合
理
的

に
達
成
可
能
な
限
り
小
さ
く
）
す
る
こ
と
で
す
。
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検
査
と
隔
離
：
見
逃
し
（
偽
陰
性
）�

　
と
間
違
い
（
偽
陽
性
）

感
染
者
が
感
染
を
広
げ
る
前
に
感
染
者
を
特
定

し
て
隔
離
す
れ
ば
、
流
行
し
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

で
は
こ
の
方
法
が
成
功
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
感
染

力
を
持
つ
無
症
状
感
染
者
が
少
な
か
っ
た
か
ら

で
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
変
異
し
た
今
回
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
無
症
状
感
染
者
が
多
く
、
感
染
者

の
早
期
発
見
・
隔
離
で
感
染
を
制
御
で
き
ま
せ
ん
。

理
論
的
に
は
国
民
全
員
が
毎
日
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、
陽
性
者
全
員
を
隔
離
す
れ
ば
感
染
リ
ス
ク
を

半
分
以
下
に
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
が
、
検
査
が

月
１
回
程
度
で
は
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｂ
Ａ
は
選
手
や
関
係
者
を
フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
隔
離
し
て
試
合
を
行
い
、
検

査
陽
性
者
を
出
さ
ず
に
シ
ー
ズ
ン
を
終
わ
り
ま
し

た
。
繰
り
返
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陰
性
を
確
認
し
た
後

に
全
員
を
隔
離
し
た
効
果
で
す
が
、
こ
れ
を
一
般

社
会
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

ど
ん
な
検
査
で
も
感
度
（
検
査
陽
性
者
／
真
の

感
染
者
）
と
特
異
度
（
検
査
陰
性
者
／
真
の
非
感

染
者
）
が
１
０
０
％
で
は
な
く
、
陽
性
と
陰
性
を

分
け
る
カ
ッ
ト
オ
フ
・
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
る
と
き

に
感
度
を
高
め
る
と
特
異
度
が
低
下
し
、
特
異
度

を
高
め
る
と
感
度
が
低
下
す
る
関
係
に
あ
り
ま

す
（
図
２
）。
見
逃
し
（
偽
陰
性
）
と
冤
罪
・
間

違
い
（
偽
陽
性
）
が
必
ず
存
在
し
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
カ
ッ
ト
オ
フ
・
ポ
イ
ン
ト
や
感
度
・
特
異

度
は
国
や
検
査
機
関
、
時
期
に
よ
り
異
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
ウ
イ
ル
ス
の
核
酸
の
一
部

を
、
抗
原
検
査
は
ウ
イ
ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
質
の
一

部
を
検
出
す
る
方
法
で
、
感
染
力
の
あ
る
ウ
イ

ル
ス
そ
の
も
の
を
見
つ
け
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
は
真
の
感
染
者
を
見
つ

け
る
検
査
は
な
く
、
便
宜
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性

者
を
感
染
者
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
感
染
者
の
割
合
が
１
％
未
満
の
集
団

に
特
異
度
99
％
の
検
査
を
行
う
と
、
理
論
上
、
検

査
陽
性
者
の
50
％
以
上
が
本
来
非
感
染
者
な
の
に

誤
っ
て
陽
性
に
さ
れ
る
冤
罪
を
発
生
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
検
査
は
濃
厚
接
触
者
や

有
症
状
者
な
ど
感
染
者
で
あ
る
確
率
が
高
い
集
団

に
行
う
べ
き
で
、
基
準
は
な
い
で
す
が
５
％
程
度

の
事
前
陽
性
確
率
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
日
本
感

染
症
学
会
が
医
療
圏
で
の
陽
性
者
数
を
考
慮
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
の
適
応
を
決
め
る
指
針

を
出
し
て
い
る
の
は
合
理
的
で
す
。

国
民
の
多
く
は
自
分
が
感
染
し
て
い
な
い
こ
と

を
証
明
し
、
安
心
し
て
他
人
と
接
触
す
る
た
め
に

検
査
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
有
用

な
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
回
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

し
て
一
度
で
も
陽
性
に
な
っ
た
人
を
感
染
者
と
定

義
し
て
１
回
の
検
査
の
感
度
を
調
べ
る
と
、
感
染

後
８
日
前
後
は
５
割
を
超
え
ま
す
が
、
感
染
時
期

不
明
の
感
度
は
０
〜
３
割
で
す
。
症
状
が
な
い
人

に
大
規
模
に
検
査
を
し
て
も
、
真
の
感
染
者
の
大

多
数
は
見
逃
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
（
覚
悟
）
し
ま

し
ょ
う
。
検
査
が
陰
性
だ
っ
た
か
ら
他
人
に
移
さ

な
い
は
大
嘘
で
す
。

検
査
し
な
く
て
も
検
査
陰
性
で
も
感
染
リ
ス
ク

に
大
差
は
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
前
述
の
対
策
を

し
っ
か
り
す
る
以
外
に
予
防
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
人
が
「
誠
実
に
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
を
淡
々
と
続

け
る
」
に
尽
き
ま
す
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

会員の先生方、はじめまして、内田敦子です。
私は大学で社会福祉を学んだ後、社会福祉士とケ
アマネジャーの資格を取得し、金沢市内で高齢者
福祉の現場に勤務していました。奥深くやりがい
もある仕事でしたが、中国語学習という趣味が高
じて数年後に社会人を卒業し、再び学生として中
国江蘇省の蘇州大学に 2年間留学しました。帰
国後は中国関連の職を得て数年働いておりました
が、このたび、社会福祉士として以前より交流の
あった、元事務局員の橋爪さんからご縁をいただ
き、2020年10月 1 日に石川県保険医協会事務局
に入局いたしました。
会員である医師・歯科医師の先生方とともに保

険医協会事務局員として働くことは、地域医療・
福祉を支えることに直結し、そこに暮らす全ての
人たち、ひいては社会全体を支えることだと思い
ます。新型コロナウイルス感染症の影響で、今の
ところ先生方と直接お会いできる機会が少ないの
がとても残念ですが、意義あるこの事務局の仕事
を、微力ながら自分なりにこつこつと精一杯がん
ばっていきたいと思います。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

新人事務局員ごあいさつ

事務局　内田　敦子

医療・福祉から社会を支えて

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に沿った診療を行うことが要件となっている点数
（下記）について、指針にて情報通信機器の使用や情報セキュリティ等に関する知識が必要なため、
オンライン診療を実施する医師は2020年10月までの研修の受講が必須とされていました。しかし、
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、当面の間、受講は猶予される旨が示されておりましたが、 8
月26日付け厚労省事務連絡にて2021年 3 月末までの受講が必要とされました。

また、 4 月10日付けの厚労省事務連絡「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報
通信機器を用いた診療等の時限的・特例的な取扱いについて」に基づいて、電話や情報通信機器を
用いた診療を行う場合も研修の受講が必要な旨が示されています。この特例的な取扱いとは、例え
ば、本来は認められていない「電話・情報通信機器による初診」や「定期的な医学管理を前提とし
て行われる電話・情報通信機器を用いた再診」が該当します。

e-ラーニングにて研修が受講できます。対象となる先生方はご留意ください。
厚労省・オンライン診療研修ホームページ　https：//telemed-training.jp/entry

オンライン診療研修要件
来年3月末までに受講必須／新型コロナ特例も対象

<「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に沿った診療を行うことが要件の点数>
◦ A003オンライン診療料
◦ B001-3-2ニコチン依存症管理料（情報通信機器を用いた場合（155点）に限る）
◦ B005-11遠隔連携診療料
◦ C002在宅時医学総合管理科のオンライン在宅管理料
◦ C103在宅酸素療法指導管理料の遠隔モニタリング加算
◦ C107-2在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の遠隔モニタリング加算（情報通信機器を用いて

行う場合に限る）
◦ I016精神科在宅患者支援管理料の精神科オンライン在宅管理料

（
4
面
の
つ
づ
き
）

主催　石川県保険医協会／学術・保険部

12月10日（木）19:30～20:30

糖尿病と心血管疾患
八木 邦公 氏講　師
富山大学附属病院 第一内科
講師・診療教授・診療副科長

第54回
な ん で も 学 術 !
な ん で も 回 答 ?

よろず勉強会

ところ オンライン会議システム
（Zoom）または 

石川県保険医協会・会議室

●詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

対　象 石川県保険医協会会員
（参加費無料）

石 川 保 険 医 新 聞 第583号（5）2020年11月15日（毎月15日発行）



莇
先
生
が
医
師
と
し
て
歩
ま

れ
た
60
余
年
は
「
石
川
の
医
療

運
動
史
」
そ
の
も
の
の
観
が
あ

る
。
熱
心
な
臨
床
医
、
実
践
す

る
社
会
医
学
者
で
あ
り
医
療
活

動
家
で
も
あ
る
人
生
を
送
ら
れ

た
。
先
生
の
青
壮
年
時
代
の
歩

み
の
一
端
を
記
し
、
亡
き
先
生

を
偲
び
た
い
。

昭
和
23
年
６
月
、
福
井
県
丸

岡
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
起

き
、
３
千
人
の
方
が
死
亡
し

た
。
４
月
に
四
高
か
ら
医
学
部

（
旧
制
）
に
入
学
し
た
ば
か
り

の
莇
青
年
も
医
療
救
援
班
に
参

加
し
、
現
地
で
は
「
赤
痢
、
チ

フ
ス
予
防
」
の
チ
ラ
シ
を
住
民

に
配
布
し
た
。
初
め
て
の
「
社

会
活
動
」
参
加
だ
っ
た
。

昭
和
26
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃

発
し
、
翌
年
に
米
軍
は
砲
弾
の

試
射
場
と
し
て
「
内
灘
砂
丘
」

を
強
制
接
収
し
た
。
地
元
の
漁

民
が
怒
り
、
県
民
の
多
く
も
反

対
し
、
反
対
運
動
は
全
国
に
広

が
り
、
学
生
・
労
働
者
な
ど
多

数
が
内
灘
へ
支
援
に
駆
け
つ
け

た
。「
内
灘
砂
丘
試
射
場
反
対

運
動
」
は
日
本
で
の
「
基
地
反

対
闘
争
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

莇
先
生
は
大
学
を
卒
業
し
公
衆

衛
生
教
室
に
い
た
が
、
抜
け
出

し
て
は
内
灘
へ
「
医
療
班
」
と

し
て
参
加
し
て
い
た
。
次
第
に

内
灘
の
“
お
か
か
”（
漁
師
の

お
か
み
さ
ん
）
た
ち
の
試
射
場

反
対
へ
の
「
必
死
の
覚
悟
」
と

熱
意
に
共
感
し
て
い
た
。“
お

か
か
”
た
ち
か
ら
「
村
に
診
療

所
を
！
」
と
い
う
声
が
上
が

り
、
村
民
は
元
よ
り
支
援
学

生
、
労
働
者
か
ら
の
20
〜
30
円

の
カ
ン
パ
で
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
同

然
の
「
内
灘
診
療
所
」
が
で
き
、

莇
医
師
は
所
長
と
な
っ
た
。

数
年
後
、
金
沢
市
内
に
城
北

厚
生
診
療
所
を
開
設
し
た
。
地

域
の
日
雇
い
労
働
者
に
高
血
圧

が
多
く
、
脳
出
血
が
多
く
み
ら

れ
た
。
職
場
巡
回
血
圧
測
定
、

地
域
の
血
圧
測
定
会
、
患
者
教

室
、
校
下
検
診
な
ど
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
中
、「
高
血
圧
患

者
会
」
が
で
き
、「
自
覚
し
た

患
者
の
自
主
的
な
多
彩
な
取
り

組
み
」
は
一
つ
の
「
文
化
」
で

あ
り
、『
医
療
は
患
者
と
医
療

者
の
共
同
の
営
み
で
あ
る
』
と

の
結
論
に
到
達
し
た
。

昭
和
30
年
代
「
国
民
健
康
保

険
法
」
が
施
行
さ
れ
、
開
業
医

は
自
由
診
療
か
ら
保
険
診
療
と

な
っ
た
。
し
か
し
、「
保
険
診

療
」
へ
の
監
督
官
庁
の
制
約
が

厳
し
く
、
開
業
医
の
診
療
を
委

縮
さ
せ
た
。
当
時
の
県
市
医
師

会
執
行
部
が
恣
意
的
に
指
導
・

監
査
対
象
を
選
択
し
た
こ
と
も

あ
り
、
開
業
保
険
医
は
卑
屈
に

な
り
委
縮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
つ
い
に
、「
開
業
保
険
医

の
権
益
を
守
り
、
経
営
を
守

る
」
た
め
、
莇
先
生
と
数
名
の

開
業
医
が
「
石
川
県
保
険
医
協

会
」
の
旗
揚
げ
を
し
た
。「
医

師
会
に
屋
上
屋
を
架
す
組
織
は

必
要
な
い
」
な
ど
の
体
制
派
か

ら
の
誹
謗
中
傷
に
関
わ
ら
ず
、

保
険
医
協
会
へ
の
賛
同
者
が
増

加
し
た
。
莇
先
生
は
石
川
県
保

険
医
協
会
の
勇
気
あ
る
創
立
者

の
一
人
で
あ
る
。

昭
和
30
年
代
の
ポ
リ
オ
流
行

期
に
は
、
い
ち
早
く
生
ワ
ク
チ

ン
を
金
沢
で
導
入
す
る
運
動
の

先
頭
に
立
ち
、
幼
児
の
母
親
の

切
望
に
答
え
た
。
昭
和
43
年
頃

の
ス
モ
ン
病
の
北
陸
第
１
例
目

の
症
例
を
内
科
地
方
会
で
報
告

し
、
患
者
の
救
済
運
動
の
先
頭

に
立
っ
た
。

も
う
40
年
以
上
も
昔
、
談
笑

中
に
莇
先
生
が
「
僕
は
も
う
50

歳
に
な
っ
た
ん
だ
よ
」
と
、
人

生
の
短
さ
に
つ
い
て
感
慨
を
込

め
て
話
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
40
年
間
の
先
生
の
ご
活
躍

は
全
国
規
模
で
あ
り
、
研
究
活

動
は
日
本
の
医
学
界
の
「
良

心
」
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。

莇
先
生
の
残
さ
れ
た
業
績
は

次
の
世
代
の
医
療
人
へ
の
大
き

な
遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
る
。

�

井
上
　
英
夫
（
日
本
高
齢
期
運
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
全
国 

ア
ク
シ
ョ
ン
共
同
代
表
）

莇
さ
ん
を
偲
ぶ

�
─ 
た
た
か
い
は
わ
が
人
生

莇
昭
三
先
生
は
、
人
生
の
師

な
の
で
す
が
、
あ
え
て
莇
さ
ん

と
お
呼
び
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
回
復
し
た
ら
一

杯
や
り
な
が
ら
、
石
川
、
日
本

の
未
来
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り

話
を
う
か
が
う
と
約
束
し
て
い

た
の
で
し
た
。
生
前
は
、
公
私

に
わ
た
り
お
世
話
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
を
継
承
し
た
菅
政

権
は
、「
農
家
出
身
で
地
方
を

大
事
に
す
る
」
な
ど
と
言
い
な

が
ら
、
早
速
、
日
本
学
術
会
議

会
員
の
任
命
拒
否
を
行
う
な
ど

本
性
を
現
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
、「
学
問
の
自
由
」
を
否
定

し
、「
防
衛
」
を
口
実
と
し
た

「
武
力
侵
略
」
と
い
う
戦
前
を

思
わ
せ
る
時
代
と
な
っ
た
今
、

莇
さ
ん
を
失
っ
た
こ
と
は
痛
恨

の
極
み
で
す
。

日
本
国
憲
法
97
条
は
、「
こ

の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す

る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多

年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力

（struggle

）
の
成
果
で
あ
っ

て
、 

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去

幾
多
の
試
錬
に
堪
へ
、
現
在
及

び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す

こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
」
と
人
権
の
本
質
を
述
べ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
南
ア
フ
リ
カ
で
、

世
界
最
悪
で
最
後
の
人
種
差
別

政
策
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
廃

止
し
、
初
の
黒
人
大
統
領
と

な
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

の
「
た
た
か
い
は
わ
が
人
生
、

自
由
の
た
め
に
命
尽
き
る
ま
で

た
た
か
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

莇
さ
ん
の
歴
史
認
識
、
地
域

か
ら
日
本
、
そ
し
て
世
界
へ
と

い
う
国
際
的
視
点
、
そ
し
て
未

来
志
向
は
、
日
本
国
憲
法
97

条
に
共
通
し
、
そ
の
一
生
は
、

「
人
権
の
た
め
の
た
た
か
い
」

そ
の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

自
由
・
人
権
の
た
め
の
闘
士
・

莇
さ
ん
の
偉
大
さ
は
、
マ
ン
デ

ラ
と
同
じ
く
、
医
療
の
現
場
、

医
療
・
福
祉
問
題
研
究
会
そ
し

て
平
和
運
動
で
、
さ
ら
に
は
家

庭
内
で
も
貫
か
れ
た
威
張
ら
な

い
謙
虚
さ
と
思
い
や
り
、
す
な

わ
ち
真
の
民
主
主
義
者
だ
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

莇
さ
ん
の
た
た
か
い
の
姿
勢

は
、
１
９
５
２
年
か
ら
57
年
の

「
米
軍
内
灘
試
射
場
反
対
闘
争
」

で
形
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
折
に
触
れ
て
そ
の
経
験
、

と
く
に
内
灘
の
お
母
ち
ゃ
ん
た

ち
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

亡
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
て

ご
自
宅
で
献
花
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
無
宗
教
で
、
お
写

真
だ
け
で
、
こ
れ
も
飾
ら
な
い

莇
さ
ん
ら
し
い
、
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
の
人
柄
を
語
る
お
話

を
奥
様
か
ら
う
か
が
い
ま
し

た
。
奥
様
は
、
日
赤
の
従
軍
看

護
婦
と
し
て
中
国
へ
行
か
れ
、

敗
戦
後
、
抑
留
さ
れ
帰
国
。
看

護
を
学
び
な
お
し
て
、
内
灘
闘

争
に
も
一
緒
に
参
加
し
た
そ
う

で
す
。

「
莇
は
、
戦
前
の
人
、
と
く

に
医
者
に
は
珍
し
く
看
護
婦
を

一
人
の
対
等
な
人
間
と
し
て
接

し
て
く
れ
た
。
こ
ん
な
人
は
い

な
か
っ
た
。
内
灘
闘
争
に
一
緒

に
参
加
し
そ
の
人
間
性
に
う
た

れ
、
稀
有
な
存
在
と
し
て
尊
敬

し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
若
い
医

者
た
ち
も
集
ま
り
、
城
北
病
院

等
の
病
院
経
営
に
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
そ
の
た

め
、
気
兼
ね
な
く
全
国
の
運
動

に
力
を
入
れ
ら
れ
た
。
外
面
、

内
面
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
、

裏
表
の
な
い
人
だ
っ
た
」。

私
も
、
７
３
１
部
隊
調
査
で

ハ
ル
ピ
ン
、
瀋
陽
、
チ
チ
ハ

ル
、
さ
ら
に
は
、
南
京
大
虐
殺

事
件
の
現
場
・
記
念
館
、
南
通

市
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
村
現
地

調
査
に
も
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

あ
の
場
面
、
こ
の
光
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
が
、
と
に
か
く
、

精
力
的
で
、
朝
早
く
か
ら
、
ホ

テ
ル
に
い
な
い
。
周
辺
の
散

策
・
調
査
を
済
ま
せ
る
と
い
う
、

「
せ
っ
か
ち
」
な
莇
さ
ん
。
小

柄
な
体
の
ど
こ
に
力
が
あ
る
か

不
思
議
な
く
ら
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
し
た
。

瀋
陽
の
ホ
テ
ル
で
、
７
３
１

部
隊
問
題
の
法
的
研
究
、
と
り

わ
け
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
戦
犯
裁
判

記
録
の
分
析
を
約
束
し
た
こ
と

が
、
後
悔
の
念
と
と
も
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
莇
さ
ん
の
ご
遺

志
を
受
け
継
ぎ
、
憲
法
と
人
権

保
持
の
た
め
の
「
不
断
の
努

力
」（
憲
法
12
条
）
を
続
け
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
あ
ら
た
め

て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

�

西
山
　
勝
夫
（
滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

「
15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
・
医
療
」

�

の
探
求
に
捧
げ
ら
れ
て

莇
昭
三
先
生
に
初
め
て
お
声

を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

私
が
１
９
９
８
年
に
「
戦
時
中

の
労
働
衛
生
学
と
戦
争
の
関
わ

り
」
に
つ
い
て
社
会
医
学
研
究

会
（
現
日
本
社
会
医
学
会
、
名

古
屋
）
で
口
頭
発
表
し
た
時
の

こ
と
で
し
た
。
莇
先
生
が
、
終

戦
50
周
年
に
あ
た
る
「
新
医
協

（
新
日
本
医
師
協
会
機
関
紙
）」

で
、
す
で
に
「
今
こ
そ
戦
前
の

軍
国
主
義
に
加
担
し
た
医
学
･

医
療
界
の
分
析
を
！
」
と
訴
え

ら
れ
て
い
た
の
を
知
り
大
い
に

啓
発
さ
れ
、
１
９
９
９
年
３
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

莇 

昭
三
先
生
が
逝
去

莇
昭
三
先
生
（
城
北
病
院
名
誉
院
長
、
全
日
本
民
医
連
名

誉
会
長
）
が
７
月
19
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
莇
昭
三
先
生

は
１
９
７
５
年
の
石
川
県
保
険
医
協
会
立
ち
上
げ
前
か
ら

多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
草
創
期
の
１
９
７
５
〜

１
９
７
９
年
に
は
理
事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
リ

オ
の
生
ワ
ク
チ
ン
輸
入
運
動
、
ス
モ
ン
患
者
の
支
援
、
戦
時

下
に
中
国
人
捕
虜
ら
に
人
体
実
験
を
繰
り
返
し
た
と
さ
れ
る

旧
日
本
陸
軍
の
「
７
３
１
部
隊
」
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
、
保
険
医
協
会
の
活
動
に
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

莇
昭
三
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
と
ご
活
躍
に
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
慎
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
問�

　
井
沢
　
宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）

医
療
は
患
者
と
医
療
者
の

�

共
同
の
営
み莇昭三先生（本紙2011年新年号座談会企画

「石川の戦後の医療史をたどる」にて）

（
7
面
へ
つ
づ
く
）
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東
京
で
開
催
さ
れ
た
新
日
本
医

師
協
会
主
催
の
「
医
学
・
医
療

界
の
戦
争
責
任
を
考
え
る
集
い
」

で
は
、
莇
先
生
の
講
演
を
初
め

て
拝
聴
し
ま
し
た
。
同
年
７
月

金
沢
で
、
社
会
医
学
研
究
会
が

開
催
さ
れ
た
折
に
、
莇
先
生
、

故
門
脇
一
郎
元
京
都
府
立
医
科

大
学
助
教
授
と
の
相
談
の
機
会

が
あ
り
、
20
世
紀
を
超
え
な
い

う
ち
に
有
志
で
医
学
界
･
医
療

界
で
何
ら
か
の
全
国
的
な
取
組

み
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

研
究
会
の
最
初
の
準
備
会
が

12
月
９
日
に
故
山
下
節
義
仏
教

大
学
教
授
・
奈
良
県
立
医
科
大

学
名
誉
教
授
の
学
外
事
務
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
莇
先
生
は

こ
の
時
に
「
侵
略
戦
争
で
あ
っ

た
15
年
戦
争
に
日
本
の
医
師
が

ど
の
よ
う
に
荷
担
し
て
い
っ
た

か
？　

ど
の
よ
う
に
医
学
研
究

を
停
滞
さ
せ
、
医
療
を
さ
せ
た

か
を
明
ら
か
に
し
、
21
世
紀
へ

の
伝
言
と
す
る
こ
と
」
と
い
う

目
的
と
大
筋
の
課
題
、
研
究
の

分
野
と
方
法
を
示
さ
れ
、
ど
の

学
会
や
研
究
会
に
も
属
し
な

い
、
独
自
の
研
究
会
と
し
て
早

期
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

翌
年
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
６
月
17

日
に
は
戦
医
研
が
同
志
社
大
学

に
て
創
立
さ
れ
、
莇
先
生
は
初

代
幹
事
長
（
後
に
名
誉
幹
事

長
）
に
選
出
さ
れ
、
９
月
に
刊

行
さ
れ
た
『
戦
争
と
医
療
―
医

師
た
ち
の
十
五
年
戦
争
』（
か

も
が
わ
出
版
）
は
導
き
の
書
と

な
り
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
に

開
催
さ
れ
た
日
中
医
学
大
会
で

の
「
15
年
戦
争
と
日
本
の
医

学
・
医
療
」
の
発
表
の
た
め
に

私
は
莇
先
生
と
初
め
て
北
京
を

訪
れ
ま
し
た
（
写
真
）。
こ
の

訪
問
は
そ
の
後
の
10
回
以
上
に

及
ぶ
「
戦
争
と
医
学
」
訪
中
調

査
団
派
遣
に
繋
が
り
ま
し
た
。

莇
先
生
は
戦
医
研
を
主
導
さ

れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
「
15

年
戦
争
と
日
本
の
医
学
・
医
療
」

に
関
す
る
調
査
研
究
と
運
動
を

精
力
的
に
進
め
ら
れ
、
最
後
ま

で
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
、
本
年

20
周
年
を
迎
え
た
戦
医
研
の
継

承
・
発
展
に
篤
く
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

莇
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

戦後75年、被爆75年の節目に刊行した戦跡ガイド
ブック『記憶の灯り　希望の宙へ　いしかわの戦争
と平和』は、次のような構成になっています。前半
は15年戦争（満州事変の1931年から敗戦までの1945
年）における「天皇の軍隊　加害の歴史」「国民・
兵士　被害の歴史」、後半は戦後75年（1945年から
2020年まで）を「混乱と復興の狭間で」「逆流に抗
い平和を護る」をキーワードとして監修者、編集委
員が分担執筆しました。

私が担当した項目は、「引揚者の町」「シベリア抑
留」「被爆者」「非核・平和の自治体づくり」です。
このなかで「引揚者の町」は、平和な日本を築こう
という当時の人々の強い願いと希望を込めて「平和
町」と名付けられており、平和への想いを伝える本
書の戦後編の最初に掲載しました。
「引揚者の町」の当時の雰囲気がよく伝わる<取

材余話>を紹介します。

金沢市指定文化財「辻家庭園」代表取締役 辻 卓
さんへのインタビューより（2019年12月16日、ご
自宅応接室にて）

終戦のとき、私は金沢市立十一屋小学校の3年生
でした。同級生は寺町台と野田・長坂から来ており、
戦後は平和町の陸軍第九師団兵舎跡が海外からの引
揚者住宅となり、その子弟が全員、十一屋小学校に
大量に転校してきました。彼らから満州での生活、
中国で日本人が行った蛮行、引揚時の悲惨な様子な
ど戦争の悲惨さ、残酷さをたくさん聞きました。こ
の時の強烈な印象が「戦争はいかなる理由があって
もダメ」という私の原点になっています。戦争を放
棄するという平和憲法が出来たときは子ども心に大
変うれしかった覚えがあります。まわりの大人たち
も子どもたちも大賛成でした。

金沢市立十一屋小学校6年1組（金森俊朗学級）
が制作した紙芝居「戦いはまだ終わらない」の児
童の作文より（1988年12月）

岩佐さんが広島にいて、新しい生き方を考えてい
た頃、私たちの町も大きく変わろうとしていた。昭
和21年3月、満州にいた人たちが日本の降伏によっ
て帰ってきた。しかし石川県から行った6,685人の
うち、半分の3,015人が死んでいた。生きて帰って
きてもすでに家のない人も多かった。約100世帯、
安心して住める土地を求めて新しい町ができあがっ
てきた。私たちの町、平和町もその一つだ。平和町
のもとは、兵舎が立ち並んでいた。その兵舎を利用
して住んだ。その時の兵舎は、トタン、木などで
作ったバラックの家。中は、布などで真ん中をしき
り、共同で住んでいた。兵舎の前は、畑だった。戦
争で全てを失い、苦しい生活が始まった。

32年前の金森学級の児童らは、祖父母や親からこ
のような苛酷な戦争の記憶を直に聞いて育った世代
であり、被爆者の岩佐幹三さんの 5 時間に及ぶ証言
を真剣に聴き取り、48枚の絵と文をつくり、紙芝居

『戦いはまだ終わらない』を完成させました。被爆75
年の今年、この紙芝居を原作として、「平和の子ら」
委員会が岩佐さんへの聴き取り、絵と文を26枚に絞
り込み、歴史紙芝居『戦いはまだ終わらない』（第 1
部=被爆体験編、第 2 部=戦後・被爆者運動編）を
編集・再現しました。残念ですが、この紙芝居の再
現を心待ちにされていた金森俊朗さんは今年 3 月、
岩佐幹三さんは 9 月に相次いで逝去されました。

戦争の記憶、被爆の惨劇を風化させず、平和の取
り組みを次世代に継承する願いを込めた歴史紙芝居
は、11月15日の「金森俊朗さんを偲ぶ会」で完成披
露し、販売が開始されます。
（注記）再現された歴史紙芝居『戦いはまだ終わ

らない』（定価2,000円）のご購入は石川反核医師の
会事務局（電話076-222-5373）までお問い合わせく
ださい。
日本国憲法前文（抜粋）

日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関
係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、
平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われら
の安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平
和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永
遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉
ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民
が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生
存する権利を有することを確認する。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されないこと
や、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障しています。
しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の理念を再確認し、そ
れを実現する社会保障制度を考える 1歩にしようという企画です。
戦争の面影が残る建物・場所が石川県内にも多く残されています。こんな場所に、あんなところに、

と知るほど、戦争は遠い昔の出来事でなく、現在と地続きの出来事だと感じられます。 8月に石川県
の戦争遺産を収録した『記憶の灯

あか

り　希望の宙
そら

へ　いしかわの戦争と平和』が発刊され、執筆者の皆さ
んにリレー形式でご寄稿いただきます。

◆字数は800字以内（厳守）
◆原稿締め切りは１２月１０日（木）正午・必着
◆原稿はデータをＥメールにてお送りください。Ｅメールでの送

付が難しい場合は、郵送・ＦＡＸでも受け付けております。
 メールアドレス　ishikawa-hok@doc-net.or.jp
 ＦＡＸ番号　０７６（２３１）５１５６
 住所　〒920-0902　石川県金沢市尾張町２-８-２３
 　　　太陽生命金沢ビル８階
◆投稿は保険医協会会員ご本人のほか、ご家族・スタッフからも

受け付けております。

原稿の送り方

今年２月末から、診療に日常生活にと多くの会員の先生方
も翻弄される日々かと思います。診療上での苦労・困ったこ
と、 それをどのような工夫で乗り切ったか、 今後に備えて取
り組んでいること、 「ステイホーム」での楽しみ方など、 「新型
コロナウイルス」に関する内容をお寄せください。（編集部）

石川保険医新聞
2021年１月号原稿募集

募集テーマ

新型コロナウイルス
よもやま話

莇昭三先生（写真右）と西山勝夫先生
（日中医学大会発表にて）

（
6
面
の
つ
づ
き
）

〈シリーズ〉憲法を生きる㉘

平和への願いを町名に込めた「引揚者の町」・取材余話
神田　順一 非核の政府を求める石川の会事務局長

石川の戦争遺産（その3）

（写真１）平和町の命名開町式が開かれた「輺
しほろ

勲
ぐるま

神社」
は、輺

し

重
ちょう

隊
たい

守護の象徴として創建された「営内神社」
ですが、戦後は「平和神社」として改称され、その他の
神社も合祀され、地域住民の氏神として親しまれている。

（写真2）金森学級の6年生が描いた紙芝居原画より
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新型コロナウイルス感染症は、感染の危険性とともに世界経済に大きな
損失を発生させており、わが国においても経済的に困窮した企業や個人を
救済するため、様々な給付や助成を実施しています。これらの様々な補助
金・助成金等を利用された医療機関も多いと思われるので、課税関係につ
いて解説します。

原則論から言えば、法律で非課税と定められたもの以外はすべて課税対
象となりますが、今回の新型コロナ関連の補助金・助成金等（以下給付金
等という）で、非課税とされているのは以下のものです。

①「特別定額給付金」 1 人あたり10万円
②「子育て世帯への臨時特別給付金」
③「企業主導型ベビーシッター利用者支援事業の特別措置」
④「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金」
⑤「学生支援緊急給付金」
⑥「低所得のひとり親世帯への臨時特別給付金」
その他の給付金等は課税対象となり、事業者の受け取る給付金等は収入

として計上することとなります。また、
消費税については全て不課税とされてい
ます。

収入の計上時期については給付金等の
受け取り時が基本ですが、費用支出等の
補填など対象月がある場合には、その対
象月の属する事業年度に計上する必要が
あります。

雇用調整助成金や小学校休業等対応助
成金は休業の事実があった日の属する事
業年度に計上することになり、決算期をまたぐ場合には特に注意が必要
です。

固定資産税の減免については、令和 3 年分の税額が減額されるもので、
特別の会計処理は不要です。

以上を一覧にしたのが下表です。

顧問税理士　中村　栄希

給付金等 受給者
所得税�
法人税等

消費税
計上
時期

会計処理仕訳例

持続化給付金 事業者 課税 不課税 受給時 預金＊円／雑収入＊円

家賃支援給付金 事業者 課税 不課税 受給時 預金＊円／雑収入＊円

雇用調整助成金 事業者 課税 不課税 休業時 預金＊円／雑収入＊円

小学校休業等対応助成金 事業者 課税 不課税 休業時 預金＊円／雑収入＊円

感染拡大防止等支援事業（国）
感染拡大防止対策支援金（県）

事業者 課税 不課税 対象月 預金＊円／雑収入＊円

固定資産税減免 事業者 減免 　 　

新型コロナウイルス感染症
対応従事者慰労金 従業員 非課税 不課税 不要

（入金時）
預金＊円／仮受金＊円

（職員に支給時）
仮受金＊円／現金・預金＊円

新型コロナウイルス 補助金・助成金等の会計と税務

「慰労金」申請方法の
解説動画を作成しました！

①スマートフォンなどで、右のQRコードを読み
　取って視聴する。
②パソコンから石川県保険医協会のホームページ
　にアクセスして視聴する。

石川県保険医協会ホームページ
http://ishikawahokeni.jp

医療従事者等慰労金
感染拡大防止等支援事業
申請サポート会

と　き 事前予約制（会員限定・参加費無料）

ところ 石川県保険医協会 事務局
金沢市尾張町2-8-23 太陽生命金沢ビル８階

対　象 医科・歯科会員（診療所のみ）

パソコン・エクセル操作に不慣れな方や、申請手続きが複雑で不安な
会員の先生方に、スムーズに慰労金・感染拡大防止等支援事業を申請し
ていただけるよう、申請サポート会を開催します。

保険医協会のパソコンから申請を行います。事前予約制でお１人ごと
に個別対応いたします。同封のFAX申込書よりご希望の日程をお知らせ
ください。

申請の際に準備するものや、つまづきやすい点などを解説し、
実際に申請書を開きながら入力手順を説明しています。これから
申請を行う方はぜひご覧ください。

なお、オンライン申請が難しい方は、石川県緊急包括支援事業
運営事務局（電話 076-208-5134）にお早めにご相談ください。

◆解説動画の視聴方法（以下①②のいずれか）

石川県への申請締切は12月28日です。
サポート会へ参加希望の方はお早めにお申し込みください。

申請サポート会の申込締切は11月30日（月）です

石 川 保 険 医 新 聞 2020年11月15日（毎月15日発行）（8）第583号



日本における失明原因の第 1 位は緑内障で、40歳以上の20人に 1 人は緑
内障と言われています。緑内障で失明する最大の原因は、早期には自覚症
状が現れず、唯一の自覚症状である視野の異常が起こっても自分では気づ
かずに、発見が遅れてしまうからです。

その緑内障の唯一の治療は、眼球の硬さを表す眼圧を下げることです。
緑内障という診断がついたら、まずは眼圧を下げる点眼液で治療し、眼圧
や視野の経過観察をします。日本人には眼圧が正常値なのに視神経が障害
される正常眼圧緑内障が多く、眼圧が正常値であっても、できるかぎり眼
圧を下げることが必要です。しかし、中には眼圧が十分下がっているの
に、視野障害がどんどん進行してしまうことがあります。それはなぜで
しょうか?

眼圧には日内変動があり、診察時に
は眼圧が下がっていても、就寝時など
には眼圧が高くなっている可能性があ
るのです。そのため、これまでは入院
して日内変動を測定する検査が行わ
れてきましたが、近年、眼圧の変動
を自動で測定できるコンタクトレン
ズ（CL）（図 1 、 2 ）が発明され、臨
床応用されています。㈱シードが導入
した「トリガーフィッシュ®システム」
と呼ばれるこのCLは、角膜の曲率半
径の変動を感知することで、眼圧の日
内変動の測定を可能にしました。

図 3 は「トリガーフィッシュ®シス
テム」を装着した図です。CLに取り
付けられた「マイクロセンサー」が眼
圧に伴う角膜曲率の変動を感知し、電
気信号に変換します。そして、その信
号を目の周りに装着した「アンテナ」
が受信し、「ケーブル」を通して、検
査対象者が身につけた「レコーダー」

に計測データが保存されます。
図 4 に実際の計測データを示し

ます。横軸が時間経過を表し、縦
軸はCLを装着した午前 8 時を基
点 0 として、 1 日の眼圧の変動を
表しています。これを見ると、眼
圧は 1 日の間にかなり変動し、午
前 4 時ごろに眼圧が一番高くなっ
ていることがわかります。この結
果から診察時に眼圧が低くても、
就寝時には眼圧が上がり視神経が
障害されている可能性のあること
が推察されました。

現在、この臨床応用は、石川県
では金沢大学附属病院でのみ行わ
れていますが、このCLを使うこ
とで日内変動を容易に測定するこ
とができ、緑内障の診断の一助と
なっています。

眼圧の日内変動を測定するコンタクトレンズ眼圧の日内変動を測定するコンタクトレンズ

紙上よろず勉強会 《第11回》シリーズ

牛村　繁 （白山市・眼科）

進化するコンタクトレンズ①テーマ

金
沢
の
お
魚
料
理
に
つ
い

て
、
能
登
で
育
っ
た
30
歳
代

の
私
が
感
じ
た
の
は
「
少

量
、
過
度
の
技
」
と
い
う
違

和
感
で
し
た
。
何
せ
、
田
舎

者
で
す
か
ら
、
技
の
多
さ
は

鮮
度
の
悪
さ
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
の
手
法
だ
と
勘
繰
っ
て

し
ま
う
く
ら
い
で
し
た
。
と

い
う
の
も
、
私
の
生
家
は
祖

父
の
時
代
ま
で
網
元
で
、
父

の
代
に
な
っ
て
も
半
農
半
漁

で
し
た
の
で
、
料
理
法
よ
り

も
鮮
度
と
量
が
優
先
し
た
の

で
す
。
特
に
鮮
度
に
は
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。
当
然
、
近
所

の
ス
ー
パ
ー
の
お
魚
で
は
満

足
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
あ

の
味
を
求
め
て
あ
ち
こ
ち
探

し
歩
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
松
任
駅

近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
と
い
う
小
料
理
屋
さ
ん
を

訪
れ
ま
し

た
。
ご
主
人

の
技
量
拝
見

と
ば
か
り

に
、
ハ
チ
メ

の
塩
焼
き

（
12
年
前
、

時
価
だ
が

７
８
０
円
）

を
注
文
。
出

て
き
た
姿
を

見
て
驚
き
ま

し
た
。
私
に

と
っ
て
あ
り

ふ
れ
て
地
味

す
ぎ
る
ほ
ど

素
朴
な
ハ
チ

メ
が
、
か
つ
て
高
級
料
理
屋

で
食
し
た
「
ゴ
リ
」
の
ご
と

く
、
お
腹
を
下
に
、
胸
ヒ
レ

を
横
に
、
大
き
な
身
体
を
く

ね
ら
せ
て
、
ま
る
で
泳
ぎ
だ

さ
ん
ば
か
り
に
お
皿
に
鎮
座

し
て
登
場
し

て
き
た
の
で

す
。
加
え

て
、
焼
き
も

味
も
絶
妙
・

絶
品
！　

ご

主
人
の
魚
を

選
ぶ
目
利

き
、
そ
し
て

焼
き
の
技
術

の
高
さ
に
惚

れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

以
来
、
接

待
、
祝
い
、

慰
労
、
家
族

の
だ
ん
ら
ん
に
と
、
折
に
触

れ
、
そ
の
時
々
の
旬
を
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
焼
き
魚
が
一
番
の
お
勧

め
で
す
が
、
地
物
の
毛
ガ

ニ
、
ハ
マ
グ
リ
焼
き
、
野
菜

の
天
ぷ
ら
な
ど
も
、
と
て
も

お
い
し
い
で
す
。

コレコレ旨
ウマウマ

お気に入りの
食べどころ

和
み・く
ら
野

6軒目

能
登
育
ち
が
惚
れ
た
ハ
チ
メ
塩
焼
き

平
田

　米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

図１　 トリガーフィッシュ®センサー 
（㈱シードのホームページより）

図４　 実際の計測データ。 
午前８時を基点０として、24時間の眼圧の変動を表している。

図３　 トリガーフィッシュ®システムを装着し
た図（㈱シードのホームページより） 
1 マイクロセンサー　2 アンテナ 
3 ケーブル　4 レコーダー

図２　 目に装用したトリガーフィッシュ®

センサー（㈱シードのホームペー
ジより）

会員の皆さまのお気に入りの食べどこ
ろの投稿を募集しています。原稿は400
字程度、写真も一緒にお送りください。

（編集部）

メール� ishikawa-hok@doc-net.or.jp
F A X� 076-231-5156

地物の毛ガニもおすすめ

泳ぎださんばかりのハチメの塩焼き
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コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
海
外
旅
行
な
ど
と
ん
で
も
な
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
年
に
複
数
回
ラ
ス
ベ

ガ
ス
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず

キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
感
染
が

怖
く
て
と
て
も
行
け
な
い
と
い
う
の
が
一
番
で
す
が
、
も
し

強
行
し
た
と
し
て
も
帰
国
後
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
結
果

が
出
る
ま
で
は
帰
宅
で
き
ず
、
そ
の
後
も
２
週
間
の
自
主
隔

離
、
さ
ら
に
は
空
港
か
ら
の
公
共
交
通
機
関
の
使
用
禁
止
な

ど
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
絶
対
に
無
理
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
目
的
で
旅
行
を
し
た
場
合
の
帰
国
後
の
行
動
制
限
の

緩
和
は
ま
だ
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ラ
ス

ベ
ガ
ス
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る

の
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
今
で
さ
え
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
入
国
時
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
外
出
自
粛
を
強
く
求
め
ら

れ
る
わ
け
で
も
な
い
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
世
界
最
大
数
の
感

染
者
数
と
な
っ
て
い
る
国
で
そ
ん
な
ゆ
る
ゆ
る
で
い
い
の
か

と
戸
惑
う
ほ
ど
で
す
。

一
方
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
人
出
は
と
い
う
と
、
３
月
17
日
に

完
全
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
り
、
し
ば
ら
く
は
ま
さ
し
く

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
６
月
初
旬

か
ら
少
し
ず
つ
カ
ジ
ノ
ホ
テ
ル
が
再
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
カ
ジ
ノ
の
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
で
は
各
テ
ー

ブ
ル
最
大
３
人
ま
で
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
は
こ
ま
め
に
消
毒

を
し
て
一
台
置
き
に
稼
働
さ
せ
る
な
ど
の
感
染
対
策
を
と

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
時
短
営
業
で
席
数
を
減
ら
し
た
上
で
一

部
の
店
だ
け
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
然
、
雇

用
状
況
は
厳
し
く
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
在
住
の
友
人
の
一
人
に
聞

く
と
、
そ
の
方
は
今
の
と
こ
ろ
レ
イ
オ
フ
と
い
っ
て
再
雇
用

前
提
の
一
時
解
雇
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
勤
め
先
が

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
地
法
人
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
全
く
先
が
見
え

な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
の
日
か
賑
わ
い
の
あ
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
き
た

い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。

ベ
ガ
ス
は
遠
く
な
り
に
け
り

三
宅
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

２
０
１
９
年
10
月
13
日
（
日
）

曇
り早

朝
、
現
地
係
員
と
共
に
車

で
ト
ロ
ン
ト
の
空
港
へ
。
乾
燥

し
て
い
る
た
め
爪
が
割
れ
て
き

た
。
カ
ル
ガ
リ
ー
ま
で
４
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
。
遠
い
な
、
広
い

な
。
予
定
表
が
現
地
時
間
表
示

の
た
め
２
時
間
と
錯
覚
し
て
い

た
が
、
実
際
に
は
時
差
２
時
間

プ
ラ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
バ
ン
フ
の
ホ
テ
ル

へ
。
今
日
か
ら
４
泊
。
旅
好
き

に
は
最
高
の
街
。
感
謝
祭
の
た

め
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
か
な

り
寒
く
、
も
う
冬
の
装
い
。
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
バ
ン
フ
ア

ベ
ニ
ュ
ー
に
は
い
ろ
ん
な
お
店

が
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
が
目
立
つ
。
バ
ン
フ
は
国
立

公
園
内
に
あ
る
た
め
規
制
が
厳

し
く
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
人

し
か
住
め
な
い
。

ウ
ル
フ
ス
ト
リ
ー
ト
の
オ
ー

ル
ド
ス
パ
ゲ
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
で
夕
食
。
超
満
員
で
５
、

６
組
待
ち
。
カ
ナ
ダ
人
は
軟
ら

か
い
ス
パ
ゲ
テ
ィ
が
好
み
ら

し
い
。

10
月
14
日（
月
）曇
り
か
ら
晴
れ

ホ
テ
ル
の
朝
食
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
仕
様
。
さ
あ
今
日
は
終
日
、

今
回
の
旅
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー

観
光
。
氷
原
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

極
暖
下
着
や
防
寒
対
策
を
万
全

に
。
一
路
、
昔
、
氷
河
に
よ
っ

て
削
ら
れ
た
Ｕ
字
形
の
谷
を
走

る
高
速
道
路
を
西
北
西
へ
。
カ

ナ
ダ
の
大
地
は
、
氷
河
に
よ
る

Ｕ
字
地
形
が
、
川
の
水
に
よ
り

Ｖ
字
形
に
浸
食
さ
れ
形
成
さ
れ

て
い
る
。
山
脈
は
北
へ
向
か
う

ほ
ど
、
氷
河
で
覆
わ
れ
た
期
間

が
長
い
ほ
ど
鋭
く
切
り
立
ち
、

南
へ
下
る
ほ
ど
、
氷
河
か
ら
開

放
さ
れ
た
期
間
が
長
い
ほ
ど
、

風
化
に
よ
り
丸
み
を
帯
び
て
い

る
。
貨
物
列
車
が
１
０
０
〜

２
０
０
両
つ
な
が
っ
て
走
っ
て

い
る
。
踏
切
で
出
会
っ
た
ら
相

当
待
つ
こ
と
に
な
る
。
キ
ャ
ッ

ス
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
を
過
ぎ

る
と
、
バ
ス
の
左
側
、
北
斜

面
に
の
み
氷
河
が
見
ら
れ
る
。

森
林
限
界
は
道
路
の
左
側
が

２
１
０
０
ｍ
、
右
が
２
３
０
０

ｍ
。
こ
れ
を
目
安
に
す
る
と

山
の
高
さ
が
分
か
る
。
樹
齢

１
０
０
年
の
ロ
ッ
ジ
ポ
ー
ル
パ

イ
ン
（
松
の
木
）
が
ほ
と
ん
ど

で
、
モ
ミ
の
木
は
わ
ず
か
。
ス

ギ
の
木
は
無
く
、
花
粉
症
も
少

な
い
と
か
。
動
物
た
ち
が
通
る

ア
ニ
マ
ル
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
22
本

と
オ
ー
バ
ー
パ
ス
６
本
が
道
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

１
時
間
ほ
ど
で
「
ロ
ッ
キ
ー

の
宝
石
」、
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ

に
到
着
。
心

奪
わ
れ
る
眺

め
。
ひ
ん
や
り

と
し
ピ
ー
ン
と

張
り
つ
め
た
空

気
感
が
一
層
引

き
立
て
る
。
カ

ナ
ダ
に
は
湖
が

３
０
０
万
個
も

あ
り
、
世
界
の

約
60
％
を
占

め
る
。

い
よ
い
よ
大

氷
原
へ
。
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
か
ら
中

継
地
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
５

分
乗
り
、
そ
こ
か
ら
氷
河
の
上

を
走
る
雪
上
車
に
15
分
乗
り
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
（
ア
サ
パ

ス
カ
氷
河
、
標
高
２
２
１
０

ｍ
）。
午
前
中
は
雪
の
た
め
中

止
し
て
い
た
ら
し
い
。
午
後
か

ら
は
風
も
な
く
お
天
気
に
恵
ま

れ
て
い
た
の
で
、
氷
河
の
上
を

歩
き
、
30
分
ほ
ど
穏
や
か
に
滞

在
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
。
間
近
に
見
事

な
氷
河
。
太
平
洋
、
大
西
洋
、

北
極
海
へ
流
れ
る
三
分
水
嶺
で

も
あ
る
。
雪
上
車
は
急
勾
配
を

も
の
と
も
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
進

む
。
20
年
前
の
造
ら
れ
た
当
時

で
１
台
６
千
万
円
、
今
な
ら

１
億
３
千
万
円
く
ら
い
。
こ
こ

に
22
台
、
南
極
に
２
台
あ
る
そ

う
だ
。
氷
河
は
毎
年
ど
ん
ど
ん

縮
小
し
、
こ
の
ツ
ア
ー
も
し
ば

ら
く
す
る
と
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
の
こ
と
。

今
回
の
旅
は
個
人
旅
行
の
た

め
、
自
分
た
ち
で
自
由
に
予
定

を
組
め
る
。
今
日
は
体
も
お
腹

も
疲
れ
た
の
で
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
て

夕
食
と
す
る
。
コ
カ
ニ
ー
ビ
ー

ル
が
う
ま
い
。
カ
ウ
チ
ン
風
の

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
お
土
産
に
。

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
コロンビア大氷原を歩くコロンビア大氷原を歩く
《第15回》カナダ編②

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（７分で二、三段以上）
〈ヒント〉 白一子を取って無条件で
 生きます。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉初手に注意する。
 （10分で二段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独2 1 7
7 4 6

9 5 3
6 5
7 9 6 8

8 □ 3
5 9 4

5 8 6
4 □ 9 1

レイクルイーズは「ロッキーの宝石」と
呼ばれる美しさ

大氷原の上を走る雪上車

石 川 保 険 医 新 聞 2020年11月15日（毎月15日発行）（10）第583号


